
 

奈良県水道局 

御所浄水場では、環境にやさしい水づくりを目指し、西日本最大級の太陽光発電を行っています。 



 

 

 

県営水道施設ガイド 

奈 良 市 

生 駒 市 奈良県水道局 

山 添 村 

曽 爾 村 

御 杖 村 

天 理 市 

大 和 郡 山 市 

宇陀市

桜 井 市 

平 群 町 

三 郷 町 
斑 鳩 町 

安 堵 町 

三 宅 町 

川 西 町 河 合 町 

上 牧 町 

王 寺 町 

香 芝 市 
広 陵 町 田 原 本 町 

大 和 高 田 市 

橿 原 市 
葛 城 市 

御 所 市 明 日 香 村 

高 取 町 

大 淀 町 

青：御所浄水場の給水区域 

赤：桜井浄水場の給水区域 

緑：両方の浄水場の給水区域 

川 上 村 
黒 滝 村 

五 條 市 

下 市 町 

吉 野 町 

天 川 村 

東 吉 野 村 

≪水道
す い ど う

管理
か ん り

センター≫ 

ポンプ場や貯水施設など、無人のいろいろな施設をまとめて管理し遠隔操作

することで、効率的な水運用に努めています。 1989年（平成元年）完成 
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≪室生
む ろ う

ダム≫ 
貯水量：1,330 万ｍ3 

≪桜井
さ く ら い

浄水場≫ 
水源：室生ダム 

１日最大給水量：130,000 m3/日 

1974 年(昭和 49 年) 運転開始 

≪津
つ

風呂
ぶ ろ

ダム≫ 
貯水量：2,460 万ｍ3 

≪大迫
お お さ こ

ダム≫ 
貯水量：2,670 万ｍ3 

≪大滝
お お た き

ダム≫ 
貯水量：7,600 万ｍ3 

≪御所
ご せ

浄水場≫ 
水源：大滝ダム､大迫ダム､津風呂ダム 

1 日最大給水量：370,000 m3/日 

1970 年(昭和 45 年) 運転開始 

宇陀川系統 

吉野川系統 



 

 
  

  

 

  

１９９５年 （平 成 ７年 ）に起 きた阪 神 大 震 災 では、たくさんの水 道 管 が壊 れたため、

蛇 口 から水 が出 なくなってしまいました。 

県 営 水 道 では、大 きな地 震 がきても壊 れにくい水 道 管 （耐 震 管 ）を整 備 したり、地

震 にとても強 くたくさんの水 を貯 めることのできる水 槽 （耐 震 浄 水 池 ）を整 備 することで、

震 災 時 にも備 えています。  

 

わたしたちの毎 日 の快 適 な暮 らしには、水 道 水 が安 定 して送 られていることが必 要 です。 

県 営 水 道 では、水 の安 定 供 給 のため、いろいろな取 組 みを行 っています。 
 

吉 野 川 （紀 の川 ）の上 流 には、

大 台 ヶ原 という、日 本 で有 数 の

多 雨 地 域 があります。 

大 台 ヶ原 は、１年 間 の降 水 量

が４８００ミリもあり（奈 良 市 では

１３００ミリ）、吉 野 川 の大 切 な水

源 地 域 となっています。 

大 滝 ダムが完 成 すると、大 台

ヶ原 の大 自 然 が生 み出 す良 質

で 豊 富 な 水 を 、 よ り 多 く の 県 民

のみなさまに、より安 定 してお届

け す る こ と が で き るよ う に な り ま

す。 

長 い間 雨 が降 らないと、川 を流 れる水 が減 り、必 要 な量 の水 をつくることが出 来 な

くなってしまいます。これを渇 水 といいます。 

奈 良 県 では、平 成 に入 ってから（１９８９年 以 降 ）、８回 も影 響 を受 け、このうち平 成

２、６、１２、１３、１４、１７年 には給 水 制 限 を実 施 しなくてはなりませんでした。 

県 営 水 道 では、みなさまに安 定 して水 を送 ることができるように、水 源 の確 保 に努

めてきました。 

浄 水 池 や調 整 池 には緊 急 遮 断 弁 を設 置 しています。万 が一 、大 きな揺 れや水 道

管 破 損 による異 常 な流 量 を検 知 した時 には、自 動 で弁 が閉 じるため、浄 水 池 等 の中

に緊 急 用 水 としての水 道 水 を確 保 することができます。  
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桜井と御所にあ

る２つの耐震浄

水池を合わせる

と、１００万人

分の水をおよそ

３日分貯めるこ

とができます。 



 

 

 

 

 

 

 

厚 生 労 働 省 （当 時 の厚 生 省 ）は１９８５年 （昭 和 ６０年 ）に「おいしい水 研 究 会 」を

発 足 させて、おいしい水 の条 件 を発 表 しました。県 営 水 道 の水 とこれを比 べてみる

と、おいしい水 の条 件 がそろっていることが分 かります。 

ヒトのからだの７０％を占 める水 。 

水 は「命 の源 」であり「健 康 の基 本 」といえます。 

すべての浄 水 処 理 工 程 ごとに水 質 をチェ

ックし処 理 が正 しく行 われているか常 に管 理

しています。 

また、徹 底 した水 質 管 理 を行 うため、最 新

の水 質 検 査 機 器 を備 えるとともに、熟 練 した

水 質 職 員 が水 質 基 準 項 目 をはじめ２００項

目 以 上 にわたる水 質 検 査 を行 っています。 

このような水 質 管 理 により、常 に安 全 でお

いしい水 を送 ることができるのです。 

最 近 、有 害 物 質 が河 川 などに流 れ込 む事 故 が

多 くなっています。定 期 的 な水 質 検 査 は行 ってい

ますが、すべての有 害 物 質 を２４時 間 検 査 し、監

視 することは困 難 です。 

魚 類 水 質 監 視 装 置 は、水 道 原 水 を 導 い た水

槽 で魚 （たなご）を飼 い、その動 きから水 質 異 常 の

有 無 を感 知 する機 器 です。突 然 発 生 する水 質 汚

染 に対 して早 期 発 見 が可 能 であり、異 常 が発 生

してもすぐに対 応 できます。 

項目 おいしい水 の範 囲  桜 井 浄 水 場 の水  御 所 浄 水 場 の水  

蒸発 

残留物 

30mg/L～200mg/L 

適度にあると水の味

をまろやかにします 

  

硬度 

10mg/L～100mg/L 

低いとコクがなく、高

いと好き嫌いが出ます 

  

過マンガン 

酸カリウム 

消費量 

3mg/L 以下 

多いと渋みになりま

す。  

 

 

 

（数 値 は平 成 １７年 度 水 質 検 査 結 果 の平 均 値 ） 

安全でおいしい水をお届けします 
徹底した水質管理を行っています 県営水道の水はおいしい水の条件を備えています 

原水の水質監視 

浄水の水質監視 
30mg/L        200mg/L 

108mg/L 

10mg/L        100mg/L 

55mg/L 

30mg/L        200mg/L 

68mg/L 

10mg/L        100mg/L 

45mg/L 

0mg/L          3mg/L 

1.6mg/L 

0mg/L         3mg/L 

0.7mg/L 

「おいしい水」の条件と比べてみると 

着 水 井  混 和 池  

フロック形 成 池  沈 でん池  急 速 ろ過 池  塩 素 注 入 井  浄 水 池  

大 き く な っ た に ご り
の粒 を沈 めます。 

沈 でん池 で沈 まなか

った小 さなにごりを、
砂 と砂 利 でこします。 

塩 素 を入 れて

消 毒 します。 

 

きれいになった水 をいっ
たんためておきます。 

ゆっくりかき混 ぜて、にご

りの粒 （フロック）を大 きく

します。 

凝 集 剤 を

入 れ て よ

く か き 混

ぜます。 

水 位 を

調 節 し

ます。 

凝 集 剤  にごりの粒 を作 る薬  
浄水場のしくみ 

砂  

砂 利  

ダムや川

から水 が

届 きます。 
市 町 村 へ

水 が 送 ら

れます。 

かくはん機  水 と薬 品 をかき混 ぜる機 械  

塩 素  消 毒 用 の薬  



 

 

 

 

 

奈良県水道局 
〒630-8131 奈良市大森町 57-12 TEL 0742-25-0771(代) FAX 0742-22-2420 

E-mail ： narapwwb@kcn.ne.jp   URL ： http://www1.kcn.ne.jp/~narapwwb/index.html 

水道管理センタ－ 〒639-1041 大和郡山市満願寺町444-3 TEL 0743-54-5985  FAX 0743-58-2515 

桜 井 浄 水 場 〒633-0112  桜井市初瀬 3701        TEL 0744-47-8285  FAX 0744-44-3003 

御 所 浄 水 場 〒639-2251  御所市戸毛 367-2       TEL 0745-67-1081  FAX 0745-67-9014 

２００４年度（平成１６年度）の奈良県内

の年間水使用量は約１億８３００万 m3。 

この量は大阪城ホール（１１万４千 m3）

約１６００杯分にもなります。 

このうち県営水道は全体の半分近い約

８３５０万 m3 の水（大阪城ホール約７３０杯

分）を県内２７市町村に送りました。 

２００４年度の県営水道の給水状況 
○年間給水量：83,506,000m3 

○一日最大給水量：272,381m3 

○一日平均給水量：228,783m3 

○給水している市町村：２７市町村 

（２００７年３月現在 ２４市町村） 

暮らしを支える県営水道 

出典：奈良県の水道概要 

大和平野は水源に恵まれず、昔から深刻な水不足に悩んできました。 

一方、奈良県南部は雨が多く、吉野川(紀の川)をはじめ水源には比較的恵まれていましたので、吉野

川・宇陀川の良質で豊富な水を、大和平野へ水道管で運ぶことが計画されました。 

しかし、それぞれの市町村が単独で水道管を作って水を運ぶことは、市町村の財政力や水利権の取

得などの面で問題もあり、水源確保を望む声が急速に高まってきました。 

そこで県営水道が、吉野川・宇陀川の水を市町村まで届ける水道用水供給事業を始めることになりま

した。 

 

水道用水供給事業のはじまり 

未来に続く水道管 

県営水道では、吉野川や宇陀川の水をはるばる北部まで運ぶ必要

があるため、太くて長い水道管が必要になります。 

一般家庭に引き込まれている水道管は２０ｍｍ。県営水道の水道

管は太いもので１ｍ８０ｃｍもあり、約９０倍の太さがあります。 

また、県営水道の水道管を全部つなぐとその長さは約３００ｋｍにも

なり、奈良市から長野県長野市までの距離と同じぐらいです。 
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